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筑波大学特別支援教育研究センター設立10周年記念セミナー
平成26年12月 14日（日）記念講演
「これからの特別支援教育
－センターと特総研との関わりから－」
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所　理事長　宍戸　和成氏
講演概要
Ⅰ　特別支援教育研究センター設置準備の頃
平成 14 年に「今後の特別支援教育の在り方につい
て」の中間まとめが出て，いよいよ特別支援教育へ
という流れが始まった。当時，私は平成 12 年から
15 年まで国立特殊教育総合研究所にいた。センター
では，設置準備に入っていて，附属学校をどのよう
に有効活用しようかということも含めて考えておら
れた。研究所は，平成 13 年に独立行政法人として国
の直轄機関から移行した時期だった。独法化される
とどうなるのか，みんな先の見通しがつかなかった。
筑波大学に附属の研究センターができるようだが，
二つのうちどちらか要らないと言われるのではない
かということで，どんなセンターをつくるか，どの
ような構想を持っているか，区別化をしてもらえな
いかと，齋藤佐和先生に聞いてくるように言われた。
私も独法化がどういうことか，これからどうなって
いくかわからず，十分相談できるような知識もな
かった。しかし，そのときの齋藤先生からのお返事
は「一つより二つあればいいじゃない。」であった。
行政改革で厳しくなる時代で，国の立場であれば同
じものが二つは要らないと言われてもおかしくな
かった。しかし，現場の発想であれば，それぞれに
特色を持たせれば，利用する学校の先生や子どもた
ちの持っているものを活かす可能性が出てくる。特
色あるものが二つあればよいという話になった。セ
ンターはこれから設置すると燃えていて，研究所は
これからが心配だという考えだった。しかし，発想
の転換をし，子どもたちにとって何が必要かを考え
ればよいのだと，目先が明るくなった。そして，特
総研のあり方を模索していくことになった。独法化
するということは，それまでの直轄の研究機関と違
う意味で考えていかないといけないと，改めて意識
改革が始まった。
研究所には４年間いて，聴覚の仕事をしていたが，
一番やりたかったことは「特設教員養成課程」の再
現であった。東京教育大学時代，特設教員養成課程
があった。それは，附属聾学校で言うと，小学校や
中学校の免許を持った方が１年間国府台校舎で講義
を受けたり，学級に配属され子どもの指導をしたり
して，聾学校の免許を取る教員養成の機関だった。
これは一つの理想の形ではなかったかと思う。研究
所では，当時短期研修があり，附属学校と連携して，
教員養成課程に近いものにチャレンジできないかと
思っていた。実践を通して学ぶことが，一番尊く大
事だと思う。しかし，附属校を持たない特総研の
悩みがあった。隣に久里浜養護学校があったが，当
時は重度重複の子どもの学校だった。聴覚障害を併
せもったお子さんもいて勉強にはなるが，同じとは
いかない。雑司ヶ谷や桐が丘や大塚とも同じように
はいかなかったと思う。実地研修に国府台に 1週間
ぐらいお願いできないかと思ったが，あまりにも遠
く宿泊所をどうするかという課題があって，夢に終
わってしまった。
Ⅱ　久里浜養護学校移管の頃
平成 16 年に，私は文部科学省に移った。平成 18
年の学校教育法の改正で特別支援教育に移行すると
いうことで，「特別支援教育」（従前は「特殊教育」。
季刊誌）の冊子を発行していた。新しい制度はどう
いうものか，コーディネーターはどういうことをす
るか，新しい特別支援教育の流れに関わる制度的論
説などが特集された。しかし，それも大事なことで
あるが，学校現場の実践が高まらないと，いくら制
度ができてもそこに魂は入らない。制度を埋める中
身の指導を忘れないようにしてほしいと思った。そ
こで，教育に関わる根源的なことを考える必要があ
るのではないかと考えた。
私は昭和 51 年から教員をしていたが，大村はまさ
んが書かれた昭和 48 年発行の「教えるということ」
という本を見つけて読み，この本で勉強させていた
だいていた。聾学校では，「わかりましたか？」とい
う発問はしてはいけないとよく言われた。どうして
かというと，先生が意図している問題について答え
がわかったかではなく，先生が「わかりましたか？」
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と言ったことを，口形を読み取ったり補聴器で聞い
たりして，「先生はわかりましたかと聞いた。」とい
うことがわかったという意味で，子どもは「うん」
と答えるからである。大村先生の「教えるというこ
と」の中にも，「禁句　わかりましたか？」と書いて
ある。これは，聾学校とは意味合いが違う。大村先
生は中学校の先生だったが，中学生くらいになると，
先生が「わかりましたか？」と聞いたときに，わか
らないと答えると先生に対して失礼だから，明確に
はわかっていなくてもわかりましたと答えてあげよ
うという意識が働くということであった。そんな具
体的なことがたくさん書いてある本を読みながら勉
強をした。そういうことがあって，大村先生に「特
別支援教育」第 18 号の巻頭言を書いていただこうと
思った。
先生はかなり年配で，原稿を書くことについて負
担が大きいので，インタビューを書き起こしチェッ
クをしてもらうということで原稿を依頼した。その
中で，「優劣のかなたに」という詩ができた。98 歳
が無事に過ぎた頃に，この詩が書かれた。苅谷夏子
さんの本（大村はま，優劣のかなたに；2012）の中
に，どうしてこの詩ができたかが書いてある。イン
タビューでは，優劣の彼方を目指した自身の教育観
について語ったが，それをまとめた原稿を読んだ大
村先生は，どうも放っておけない違和感があったら
しい。趣旨は正しく書かれていて，どこにも誤りは
ない。文章の調子にもっと引き締まった厳しさ，切
実さがほしいと思ったが，記事全体の調子の問題で，
一つ二つ注文を出したからといって変わることはな
かった。また，そこまでまとめてくださった方にそ
んなところまで要求できるはずもなく，その仕事を
無にするようなこともしたくなかった。しかし，違
和感はどうしても拭い去ることはできない。インタ
ビューなら気軽だと思った。その自分を失敗だった
と後悔した。どうしたらいいだろう。丸一日，大村
先生は沈黙を守り，どうしたものかと考えていたら
しい。突然，明るいさっぱりとした声で苅谷さんの
ところに電話がかかってきた。「インタビューの記事
の最後に詩を載せてもらうことにしたの。どう？い
い考えだと思わない？そう長くないから迷惑ではな
いでしょう。かえって全体が引き締まっていいこと
になると思うのよ。その詩を書いているところです。
書き終わったら意見を聞かせてちょうだいね。」と。
それが「優劣のかなたに」という詩だった。
私はまとめた責任者として申し訳ない気持ちも
あったが，勝手に直すわけにもいかなかった。私は
大村先生の研究者ではない。同じ教員だったが，大
村先生の生き様をまとめることはできなかった。た
だ，怪我の功名で，こういう詩ができたことは，私
にとっても少し誇りだと思う。この詩が届くのと同
時に，大村先生の訃報も届いた。大村先生を通して
教育を考えるという意味では，よい経験になった。
これからの人にも読んでいただき，考える材料にし
ていただければありがたいと思っている。
平成 17 年の中教審答申を受けて，平成 18 年に学
校教育法が一部改正になった。当時は，三位一体の
改革や義務教育費国庫負担制度の見直しなどがあり，
義務教育改革の大きなうねりがあった。それが落ち
着いて，ようやく特別支援教育へ移行した。久里浜
養護学校は，昭和 48 年にできた幼稚部と小学部だけ
の学校であるが，子どもが少なくなってきて，重度
重複だけの子どもを扱う学校では，先の見通しが立
たなくなっていた。平成 13 年と平成 15 年に出され
た特別支援教育への移行に関わる報告書では，自閉
症の子どもを指導する学校を設ける必要があるとさ
れていた。その一環で，自閉症のお子さんを入学さ
せて指導を試みるようになった。このような流れが
あり，久里浜養護学校は自閉症の子どもを教育する
学校になり，独法化，国立大学法人化の中で筑波大
学に移管した。そして，研究開発学校の指定を受け，
筑波大学や研究所からの研究者も参画し，研究開発
学校としての研究を推進していった。　
センターは，附属学校教育局とともに将来の姿を
模索する動きがあった。「Next50」という，将来の姿
をまとめたものができたのはこの頃である。今の東
京キャンパスに新しい局や附属学校のセンターをつ
くろうと考えていた。最終的には，放送大学との共
存という現在の形になった。一方，研究所は，独法
化されてその歩みを進めていった。独法は１期５年
間で成果を出さなければいけない。１期，２期を終
え，現在３期の４年目で来年は最終年度である。総
括をすることと合わせて，４期に向けてどういう特
総研にしていくかということが課題になっている。
研究所は，政策に寄与する研究も考えていかないと
存続につながらないと考えている。筑波大学では
「Next50」という大きな考えを整理したものがあった
が，それが実現するには時間が必要だろう。
Ⅲ　附属学校教育局に在籍していた頃
平成 22 年に，私は久里浜特別支援学校へ移り，附
属学校教育局や附属学校など，本学の先生との関わ
りも増えてきた。そのときは，聴覚障害児の指導が
135
自閉症の児童への指導に応用できるかどうかという
ことが，一番の興味・関心だった。久里浜へ行った
とき，子どもは聴覚障害ではないが，声をかけても
返事をしてもらえない。時には声をかけると，「先
生，うちの子は聴覚過敏なので大きな声だと戸惑い
ます。小さい声で言ってください。」と言われた。私
もへそ曲がりなので，距離を置いて大きな声をかけ
ることをしていた。聴覚過敏という言葉はよく聞い
たが，どういう音がいやなのか，どんな大きさの音
はいやなのか，一番疑問に思ったところである。そ
れを自閉症教育の専門の人に聞いてみると，あまり
よい返事は返ってこず，聴覚過敏という言葉に集約
されてしまう。音が苦手ということでまとめてしま
う。しかし，音にはいろいろある。男性の声，女性
の声，ガラスのキーといういやな音もある。それら
の音を調べて，子どもの実態と照合して考えればよ
いのにと思った。他の障害の指導法や考え方も参考
にして子どもを見ることが必要だと思った。特別支
援教育はそれがしやすくなったと言える。昔は，聾
学校は聾学校だけ，盲学校は盲学校だけでやってい
た。聴覚障害教育で考えてきた子どもの言語発達に
関することを自閉症の子どもにあてはめて，同じ方
法は通用しないが，アレンジすれば工夫ができるの
ではないかと思い，授業とは何かなと考えていた。
筑波大学ができて 40 年，高等師範から数えると
140 周年である。「Imagine the Future」のキャッチ
フレーズ（グランド・スローガン）の下，「without 
imagination there can be no creation」と書かれたうちわ
が配られた。「想像なくして，創造なし」である。私
がこの言葉を見て思ったのは，子どもの気持ちや興
味・関心が想像できなくて，指導や指導内容をクリ
エイトできるのかということである。子どもの気持
ちや興味・関心を一生懸命考えることが大事である。
聾学校の子どもは，語彙もたくさんないので，自分
の気持ちを言葉で表現できない。先生が，前の日の
様子やその日の朝の様子，顔つきなどを勘案して，
今こういう気持ちかなと想像するしかない。想像し
てどう関わればいいか方法を創造する。それは聴覚
障害だけでなく，自閉のお子さんも同じではないか
と思った。だから，うちわを見ながら，「想像なくし
て，創造なし」ということをいつも考えなければな
らないことだと思っている。
平成 22 年に久里浜の校長になった。統合キャン
パスの再々検討が話題になった。再々検討とあるの
は，「Next50」が最初だとすれば，その次にもう一回
検討があったようである。中心的な内容は，附属大
塚特別支援学校と附属桐が丘特別支援学校の統合案
だった。桐が丘の建物が古くなったので，改修をし
て大塚と統合し，大塚の跡地を売却するということ
であった。しかし，それは日の目を見ずに終わって
しまった。現在は，再々再検討が行われているかも
しれないが，そのようなことが繰り返し行われてい
き，未来を考えていくのだと思う。
Ⅳ　これから連携してできること
筑波大学と特総研が連携してできることは，どう
いうことか。筑波大学は，本学のアカデミックな研
究，附属学校がある。一方，研究所は，国や県教委
からの要請を受けて，研究成果等を還元しなくては
いけない使命がある。それをうまく調和させながら，
これからの連携のあり方を模索していくことが必要
ではないか。センターと研究所が，それぞれ行って
いることを一緒にできないかとも考える。現職研修
は，研究所もセンターも行っている。センターは，
教員免許状の認定講習もしている。研究所は，更新
講習はできるが，認定講習の一部だけで，まだまだ
十分ではない。特別支援教育をより充実していくこ
とが課題である。
今年の 1月に障害者権利条約が批准された。イン
クルーシブ教育システムの構築を目指し，そのため
に特別支援教育をより一層充実していかねばならな
いという考え方に立っている。改正された教育基本
法にも，十分な教育を子どもに授けなければならな
いとある。結局，センター，筑波大学が持っている
個性，言い換えれば資源をどう活かすかである。　
センターは，本学のアカデミックな研究，先生方
がサポートしてくださる。何より附属学校があり，
実践研究，研修，免許状の更新講習もできる。研究
所は，大学と同じことをやっていたら，存続が危ぶ
まれる。政策に寄与する研究，あるいは大学ではで
きないような現場に役立つ研究を進めていかなけれ
ばいけない。現在行っているものとしては，インク
ルデータベースがある。権利条約でうたわれている
インクルーシブ教育システムの構築のためには，合
理的配慮や実践事例を知っていただく必要がある。
その実践事例を集約して発信する作業を行っている。
また，教材・支援機器などのポータルサイトを構築
している。国の報告書や施策を受けて進める具体的
な仕事だと言っていいと思う。国内外の情報収集と
分析も行っている。情報収集は少し弱かったので，
これから何とかしなければいけない。現職研修とし
ての２ヶ月研修や講義配信も行っている。さらに発
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達障害者についての理解，啓発を進める機関として，
発達障害教育研究センターを設けた。
このように，国の施策を進め，そして応援しよう
と，いくつか行っていることがあるが，筑波大学と
一緒にできることがあるのではないかと考えている。
一つは，今までは個人の連携協力だったが，組織と
しての連携協力を進めたい。平成 16 年頃，筑波大学
（附属久里浜養護学校）と特総研は協定を結んでいる
が，実質的には十分活用されてこなかった。もう一
回協定を見直し，具体的な内容について協定を結ぶ
といったことを，考えていけるとよいと思う。二つ
目は，センターが 10 年目を迎え，センターを仲立ち
とした特総研と附属学校の協力ができないかという
ことである。特設教員養成課程に見合ったようなこ
とが少しでもできるとよいと思う。三つ目は，人材
の交流である。アカデミックさは筑波のもつ大学と
してのよさであるが，研究所は行政に近いというこ
とで行政感覚がまだ残っている。大学の若い方に研
究所でしばらく研究してもらい，また大学に戻るよ
うな交流ができるとよいと考えている。特別支援教
育を充実し，よりよくすることを目的とした連携の
あり方をこれから考えていければと考えている。
また，幼稚園，小学校，中学校，高校における特
別支援教育を充実しなければならない。盲・聾・養
護学校，通級だけでは十分ではない。就学の仕組み
が変わったことでもわかる。総合的な判断で，小学
校に聞こえない子が入ることもある。その子に十分
な教育を行っていくためには，特別支援教育として
の仕組みや専門性を活かさないといけないと思う。
特別支援教育となって，法律改正で一番大きいのは
免許法と学校教育法だと思う。一番の特色は，子ど
もの教育に関してアドバイスがほしいと小学校から
要請があったら，特別支援学校はそれに答えるとい
う努力義務があるということである。前提として，
第 81 条第 1項に，幼稚園や小学校，中学校，高等学
校でも特別な支援の必要な子どもに対しては教育を
行わなければならないとある。これは努力義務では
なく，義務規定である。あなたは聾学校に行きなさ
い，養護学校へ行きなさいとは言えない。小学校の
先生が，すぐには対応できず，どうすればよいか教
えてくださいと言ってきたとき，聾学校や盲学校は
教えなくてはいけないとなっている。一時期，特別
支援学級がなくなるという話もあったが，残ってい
ることも含めて考えてほしいと思う。第 81 条第 1項
が一番の特色であり，小中学校への支援も特別支援
教育の大きな特徴である。
「教えるということ」という本を紹介したが，この
中に「仏様の指」という話が出てくる。教育とは何
か，指導とは何かということで，含蓄のある話が書
かれている。大村先生が考えたのではなく，先生が
恩師から教わったことらしい。ぬかるみにはまった
荷車を一生懸命引いているときに，そっと仏様が指
で押してあげる。荷車を引いていた人は，自分の力
でぬかるみから出られたと達成感をもてる。よく達
成感や支援と言うが，本当の意味は何かを教えてく
れていると思う。
研究所のロゴマークをデザインして中庭にモニュ
メントを作った。碑は，研究所の初代所長の辻村泰
男先生の言葉を引用して，「子どもとともに」をテー
マとしている。今年，障害者権利条約が批准された
記念とし，140 年にわたる特殊教育を踏まえてこれ
からの特別支援教育を創造していこうということで，
「過去には感謝を，現在には信頼を，未来には希望
を」という言葉も添えている。研究所のメルマガの
12 月号でも紹介している。
私はこのように考えたいと思う。特別支援教育は
特殊教育の発展形だと。何も特殊教育をまるまる否
定する必要はない。よいところはよいところとして
引き継ぎつつ，新しい形や新しい姿をこれからの先
生方に作っていってほしいと思う。新しい形を作る
ためには過去を知ることが大事である。この機会に
筑波大学と特総研が何らかの形で連携協力をする仕
組みを作り，特別支援教育の充実に一緒に寄与でき
る活動を創造したいと思っている。
